










































２）Chronique du religieux de Saint-Denys contenant le règne de Charles VI de 1380 a´
1422, publiée en latin et traduite par M. L. Bellaguet, t. II et III, 1842, réedition, 1994;
Journal d’un bourgeois de Paris 1405-1449, publié d’après les manuscripts de Rome de
Paris, par Alexandre Tuetey, Paris, 1881; Jean Juvenal des Ursins, Histoire de Charles
VI, roy de France, des choses mémorables advenues durant quarante-deux années de son
régne, depuis 1380 jusques a` 1422（Nouvelle collection des mémoires pour server a` l’His-
toire de France, depuis le XIIIe siècle jusqu’a` la fin du XVIIIe, éd. Par M. M. Michaud
et Poujoulat, t. II）, Paris, 1836; Chroniques d’Enguerrand de Monstrelet（Collection des
Chroniques nationals francaises, écrites en langue vulgaire du treizième au seizième siè-
cle, éd. Par J. A. Buchon）, t. III, Paris, 1826.
３）Alfred Coville, Les Cabochiens et l’ordonnance de 1413, Paris, 1888; id., Les Premiers
Valois et débuts de la guerre de Cent ans, Paris, 1910. その他の関連研究としては，Jac-
ques d’Avout, La Querelle des Armagnacs et des Bourguignons, Paris, 1943; Michel Mol-
lat et Philippe Wolff, Ongles bleus Jacques et Ciompi, Paris, 1970（M＝モラ／Ph＝ヴォル
フ＜瀬原義生訳＞『ヨーロッパ中世末期の民衆運動』ミネルヴァ書房，１９９６年）；Ber-
nard Chevalier, Les Bonnes villes de France du XIVe au XVIe siècle, Paris, 1980; Ber-










































































































































































































１ ジャン＝ド‐トゥロワ（Jean de Troyes） 親方，外科医
２ ジャン＝ド‐ロリィヴ（Jean de l’Olive）
３ ジャン＝ド‐サンティヨン（Jean de Saint-Yon） 親方，肉屋
４ ロベール＝ド‐ブロワ（Robert de Beloy）
〈表２〉 パリ市助役（１４１２年）
人名 肩書・業種
１ ジャン＝デュ‐ドラック（Jean du Drac） 高等法院長
２ ウスタッシュ＝ド‐レットル（Eustache de Laistre） パリ聖堂参事会員
３ ニコラ＝ドルジュモン（Nicolas d’Orgement） 同上
４ ニコラ＝ビアンクール（Nicolas de Biencourt） 高等法院顧問
５ ピエール＝ビュフィエール（Pierre Buffière） 同上
６ ジャック＝デュ‐ボワ（Jacques du Bois） シャトレ裁判所弁護士
７ ジャン＝ド‐トゥロワ（Jean de Troyes） パリ市助役
８ ピエール＝コーション（Pierre Cauchon） パリ大学長
９ マルタン＝ネオヴィッル（Martin de Néauville） 親方，ラシャ製造業
１０ トマ＝ルゴワ（Thomas Legois） 親方，肉屋
１１ ギィヨーム＝バッロ（Guillaume Barraut） 国王書記官




































































































１）Georges Lefebvre, << La Foule, actes de la semaine internationale de synthèse >>, A.





６）Journal., p．１２；Juvenal des Ursins., p．４６１；A. Coville, Valois., p．３６３；同上，６８頁。
７）A. Coville, Cabochiens., p．１５０；Juvenal des Ursins., p．４７５；近江「諸前提」８２頁；
同「前夜の動き」１５８頁。
８）Juvenal des Ursins., p．４６７；Journal., p．１２；A. Coville, Valois., p．３６３；近江「前夜
の動き」１５９頁。
９）Journal., p．１６；A. Coville, Cabochiens., p．１０９，１１３；Etienne Martin Saint-Léon, His-
toire des corporations de métiers, depuis leurs origins jusqu’ à leur suppression en 1791,
Paris, 1922, p．２３７；近江「諸前提」７８頁。
１０）A. Coville, Cabochiens., p．１５０；近江「前夜の動き」１５８頁，１４１２年段階の分析では，
A＝コヴィルも「民衆党 parti populaire」の表現をとっている（ibid., p．１５２）。
１１）Juvenal des Ursins., p．４６７；Journal., p．１２；A. Coville, Valois., p．３６３；近江 同
上，１５９頁。
１２）Le Roux de Lincy et L. M. Tisserand, Paris et ses historiens aux XIVe et XVe siècles,
documents et ècrits originaux recueillis et commentés, in Histoire Générale de Paris,1867,
pp．３５３～３６９．
１３）Chron. de St. -Denys., t. IV, p．６０５；A. Coville, Cabochiens., p．１５２；近江「前夜の動
き」１６１頁。
１４）Juvenal des Ursins., p．４７５；A. Coville., ibid.；近江 同上。
１５）A. Coville., ibid., pp．１５９～１６７；近江 同上，１６２～１６８頁。
１６）Journal., p．２８；Chron. St. -Denys., t. V, p．５；A. Coville, ibid., pp．２０３～２０４；近江
同上，１６７頁。
１７）Chron. St. -Denys., t. V, pp．７～９；Juvenal des Ursins., p．４８１；近江 同上，１６８頁。
１８）Chron. St. -Denys., t. V, pp．８～９；Juvenal des Ursins., loc. cit ; A. Coville, Cabo-
chiens., pp．１８１～１８５；近江「カボシャン蜂起」２８６頁。
１９）A. Coville, ibid., p．１１１；近江 同上，３１６頁。

































































































































































































































































１）Chron. St-Denys., pp．１２～１３；A. Coville, Cabochiens., p．１８６．
２）Loc. cit. ; A. Coville, loc. cit.
３）Chron. Monstrelet., III, p．２．
４）Chron. St-Denys., pp．１６～１７；A＝コヴィルは，この数を２万から２万５千人として
いる（A. Coville,., Cabochiens p．１８７）。
５）Ph. Dollinger, << Le Chiffre de population de Paris au XIVe siècle >>, Reveu Histori-
que, n. 216, 1956, pp．３５～４４；Guy Fourquin, << La Population de la region parisienne
aux environs de 1328 >>, Moyen Age, 1956, pp．６３～９１；A. Coville, ibid., p．９１；近江，
「諸前提」，７７頁。
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６）Ibid., pp．１８～１９；Chron. Monstrelet., III, p．３；A. Coville, ibid., p．１８７．
７）Ibid., pp．１８～２３；A. Coville, ibid., pp．１８６～１９０；近江「カボシャン蜂起」２８６～２８８
頁。
８）Ibid., pp．２４～２５；Juvenal des Ursins., p．４８２；A. Coville, ibid., pp．１９０～１９１；Ib近
江，同上，２８８～２８９頁。
９）Ibid., pp．２６～２７；Journal., p．３１；A. Coville, ibid., p．１９３；近江，同上，２８９頁。
１０）A. Coville, ibid., p．１９２；近江，同上。
１１）近江，「ネットワーク」，８２～８３頁。
１２）Chron. St-Denys., pp．３０～３１；A. Coville, Cabochien., p．１９５；近江，「カボシャン蜂
起」，２８９～２９０頁。
１３）Juvenal des Ursins., p．４８３；A. Coville, ibid., p．１９６；近江，同上，２９０頁。
１４）Chron. Monstrelet., II, p．３５０；A. Coville, loc. cit.
１５）Chron. St-Denys., pp．３２～３５；A. Coville, ibid., p．１９７．
１６）Ibid., pp．４０～４３；A. Coville, ibid., pp．１９９～２０４．
１７）Ibid., pp．４２～４３．
１８）Ibid., pp．５２～５３；A. Coville, Cabochien., p．１２０；近江，「カボシャン蜂起」，２９３頁。
１９）A. Coville, ibid., p．３２７～３６４；近江，同上，２９３～２９７，３００～３０２頁。
２０）Chron. St-Denys., pp．６０～６３；A. Coville, ibid., pp．３３２～３３３；近江，同上，２９４頁。



















































































































１ エリオン＝ド‐ジャックヴィル（Eelyon de Jacqueville） 騎士・夜警団の指揮
２ ジャン＝ド‐トゥロワ（Jehan de Troyes） 助役・外科医の親方
３ アンリ＝ド‐トゥロワ（Henry de Troyes） 親方・バスティーユ守備隊長
４ シモン＝ル‐クートゥリエ（Symon le Coutelier） 皮はぎ屋の親方（カボッシュ）
５ ジャン＝ド‐サンティヨン（Jehan de Saint-Yon） 助役・肉屋の親方
６ ドゥニゾ＝ド‐ショーモン（Denisot de Chaumont） サン―クルー橋守備隊長
７ ロビネ＝ド‐マイイ（Robinet de Mailly） 騎士・夜警団の指揮




１ ギヨーム＝ル‐ゴワ（Guillaume le Goix） 食肉屋の親方
２ トマ＝ル‐ゴワ（Thomays le Goys） 同上
３ ジャン＝ル‐ゴワ（Jehan le Goys） 同上（若者）
４ ガルノ＝ド‐サンティヨン（Garnot de Saint-Yon） 同上
５ ダヴィドゥ＝デュ‐コンセイユ（David du Conseil） 皮革職人
６ ジャン＝ロリアール（Jehan Lorillart） 皮なめし職人
７ ルースレ＝ル‐バトゥリエ（Rousselet le Batelier） 皮革職人
８ イヴォネ＝レイエ（Yvonet Langlois） 同上
９ フランソワ＝ロルフール（Francois l’Orfeure） 靴屋
１０ シモネ＝ラングロワ（Symonnet Langlois） 靴修理屋
１１ フランソワなる者（Francois） 靴屋
１２ ジャン＝ボワヴァン（Jehan Boyvin） 淡水魚屋
１３ トマ＝ガルニエ（Jehan Boyvin） 海水魚屋
１４ ジャン＝ド―ルアン（Thomas Garnier） 臓物商
１５ コラン＝ヴァレ（Colin Vallee） 居酒屋の主人
１６ ギヨーム＝ブルダン（Guillaume Bourdin） 同上
１７ コラン＝ジャーンル（Colin Genre） 同上
１８ ジャン＝ル‐グラ（Jehan le Gras） 刃物屋
１９ シモン＝ロビヤール（Simon Robillart） 仲買人
２０ ジャン＝ポーミエ（Jehan Paumier） 同上
２１ ジャック＝ド‐ショワジ（Jaques de Choisy） 同上
２２ エティエンヌ＝ロンバール（Estienne Lombart） 同上
２３ ジャン＝ブルボン‐デュ‐ルスレ（Jehan Bourbon du Rousselet） 船頭
２４ トマ＝ル‐スュール（Thomas le Sueur） 河川運行頭
２５ ジャカン＝ル‐スュール（Jaquin le Sueur） （２４）の息子
２６ ジャン＝ル―フェヴル（Jehan le Fevre） 焼肉屋の主人
２７ ロバン＝グピル（Robin Gouppil） 菓子屋
２８ シモン＝ボザール（Symon Bausart） 塗装職人
２９ ジャッケ＝ド‐ボワ（Jsquet du Bois） ローソク屋
３０ レニョなる者（un appellé Regnault） 浴場経営者





















１ ピエール＝コーション（Pierre Cauchon） パリ大学長
２ ギョーム＝バロ（Guillaume Barrau） 国王書記官
３ ウスタッシュ＝ド‐レットル（Eustache de Laistre） パリ聖堂参事会員
４ マルタン＝ド‐ノヴィル（Martin de Neauville） ラシャ製造業
５ ジャン＝マイユ（Jehan Maille） 金銀細工師
６ フィリップ＝オラール（Philippe Orlart） 両替商
７ ジョルジュ（Georget） 聖職者
















１ ペルションなる者（un appellé Peruchon） D＝ド―ショーモンの雇い人
２ エナタン＝ド‐モンソー（Hennatin de Monceaulx） 同上




７ ウスタッシュなる者（un appellé Eustace） F＝デュ―ボワ親方の義兄弟
８ ペランなる者（un appellé Perrin） 同親方の雇い人
９ ジャナンなる者（un appellé Jehannin） G＝ヴィニエ親方の見習人
１０ ティボーなる者（un appellé Thibault） 同親方の召使
１１ ダモワゼル＝マルグリット（Damoiselle Marguerite） G＝バロの妻
１２ マルグリット（Marguerite） G＝デ―ボルドゥ親方の妻
１３ ジャン＝ネヴー（Jehan Nepveu） G＝ネヴー親方の息子
１４ ジャン＝エコベール（Jehan Escobert） J＝マレシャル親方の息子
１５ ジャン＝エロ（Jehan Errault） 学生
１６ アントワーヌ＝フォレ（Anthoine Forest） 同上























１ ローラン＝カボ（Laurens Cabot） 食肉関連業種
６）
２ ユグ＝ド―ヴェルダン（Hughes de Verdin）
３ フェリックス＝デュ―ボワ（Felix du Bois） 義兄弟や召使と参加
４ ジャン＝ラピオン（Jehan Rapiont）
５ トゥサン＝ボジャール（Toussains Baujart）
６ ジャン＝ブゥ（Jehan Bout） 食肉関連業種
７）
７ ドミニク＝フランソワ（Dominique Francois）
８ ニコル＝ド―サンティリエ（Nicole de Saint-Yllier）
９ ボードゥ＝デ―ボルドゥ（Baude des Bordes）
１０ ピエール＝ミヨット（Pierre Miote）










































１）L. Douet-d’Arcq, éd., Choix de pièces inédites relatives au règne de Charles VI, t. 1,
Paris, 1863, pp.３６７～３６９；Lettres de Charles VI, par lesquelles il accorde abolition à
ceux qui on eu part aux troubles à Paris depuis la paix d’Auxerre ; à l’exception de
ceux qui sont denommés dans ces Lettres, à Paris, le 29 Août 1413, Ordonnances., vol.
X, pp．１６３～１６５；Les Lettres patentes, touchant les désordres et violence commises
en la personne des Princes du sang par les séditieux de Paris, Arch. Dép. de l’Hérault,
série A-1, folios 334v à 339v.
２）近江，「カボシャン蜂起」，３０２～３１０頁。











９）Lettres de Charles VI., p．１６４．
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おわりに
最後に，全体のまとめをして結論を得ることにしたい。以上の分析過程
を振り返ってみても明らかなように当蜂起関連史料は中世後期のそれとし
ては豊富であったといえる。そのためか蜂起展開の各場面が，はたまた蜂
起指導層の顔立ちや蜂起衆の心の奥底までもが見えてきそうでもあった。
そうした諸側面を総括して，これまでの研究では当蜂起が「都市内対立」
をともなう「王国改革」路線の推進という異議申し立てであったとの蜂起
像を共有してきたのだが，先に提起した問題点はどのように説明できるの
か，以下に整理してみたい。
第一に，食肉関連業種の人々は何ゆえに蜂起衆を形成し，多くのパリ都
市民を蜂起へと誘い得たのかである。この点については，第１章と第２章
（３）の分析が明らかにしているように，それは，王国都市パリ都市民の
平和維持と経済的安定待望の思いであったということになる。１４１１年８月
段階でいえば，アルマニャック派の兵士によるパリ周辺地域での跳梁跋扈
の情勢下で，パリは深刻な経済危機にあったからである。とくに経済安定
の面でいえば都市民生活の基礎を支えていた食糧確保が決定的に重要であ
った。そのパリの台所を一手に仕切っていたのが食肉関連業種の親方たち
であったが，その彼らがこうした事態の下では最大の被害者であったこと
になる。危機感を高めた彼らは，だから事態解決のために，ブルゴーニュ
公やパリ大学にも接近し政治的なレベルで「自覚的な結集体」を形成した
のであった。
このパリの平和維持と経済的安定という課題の実現という一点において，
官職保有富裕都市民は別としても＜表１＞の第４範疇以下の多くの業種の
人々は，身の安全というリスクを抱えながらも，その範囲内で，蜂起第２
段階までは「カボッシュ党」に期待し，支持し続けたのであった。「白の
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垂れ頭巾」着用という行為がその思いを象徴していたことになる。
第二に，しかしながら蜂起第２段階になると，第２章で確認されたよう
な蜂起衆が中心となり，「王国改革」路線の徹底を求め，蜂起行動を急進
化させた。つまり，当蜂起は「都市内対立」を鮮明にした強硬手段を使い
ながら，ガンなどの王国都市との連携を前提に王国行政にまで介入する戦
術に打って出ている。視点を変えて言えば，パリ大学およびブルゴーニュ
公の離反を覚悟しながらも，何ゆえに暴力行使の拡大という蜂起行動の転
換を決断しえたのかという点である。
この問題は当蜂起の歴史的性格に係わるところであるが，重視すべきは
当蜂起衆が国王からも「パリの統治者」と認められ，パリの全権掌握を実
現して文字通り王国都市パリの寡頭支配体制を打破し始めたという変化の
中に求められるであろう。つまり，「都市内対立」の決着をつけようとし
て彼らが取った行動がもっていた本質的な側面である。この局面において
蜂起衆が事態の早期解決を図ろうとすれば，それは王国行政や王国財政の
管理を目指さざるを得なかったという点である。換言すれば，民衆蜂起が
一線を越えて王国権力の中枢へと躍り出なければならなくなったのである。
だから，この流れにあって「カボシャン勅令」発布は事態の後追いをした
だけにとどまったのである。
このように，蜂起衆の暴力行使が王国権力機構をとおして上からの暴力
行使へと変化すると，ブルゴーニュ公やパリ大学は蜂起から離脱し，また，
それまで蜂起を支え肝心な場面では蜂起衆と一体になってきた中間層都市
民は「穏健派」へと変質していくのであった。「ポントワーズの和平」は
蜂起衆が言うように「偽装和平」でしかなかったが，それでも，この流れ
を止められなかったのは，カボシャン蜂起が身分王政段階において王国権
力の逡巡を衝いて，王国都市パリの実権を握り客観的には王国権力奪取の
方向へと突き進んでしまったからなのである。これはエティエンヌ＝マル
セル蜂起でもマイエ蜂起でも到達できないところだったのである。
